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田 中 欣 和
　関大教育学科の卒業生である井上寿美（大阪
大谷大学教育学部准教授）と笹倉千佳弘（就実
短期大学幼児教育学科教授）の共同作業につい
ては、『教育科学セミナリー』47号（2016年 3 月）
において『子どもを育てない親、親が育てない
子ども―妊婦健診を受けなかった母親と子ど
もへの支援』（生活書院・2015年）の紹介とし
て田中が執筆したものがあるが、今回は2017年
秋に出版されたものについて紹介したい。
　旧沢内村（現西和賀町）は岩手県の奥羽山脈
寄りにあるが、旧湯田町と合併した現在の町の
一部としてより、地域の歴史としては旧沢内村
として見なくてはならない。そこでは1950年代
半ばでも、豪雪・貧困・多病多死の三重苦にな
やまされていた。およそ半年は村全体が 2 m以
上の雪に閉されてしまい、病気になっても医者
に診てもらうことが難しかったという。村をは
なれていた深澤晟が帰村して村長（1957-1965）
となり、村と県都盛岡市間の冬期交通を確保
し、「 1 ．すこやかに生まれ、 2 ．すこやかに
育ち、 3 ．すこやかに老いる」ことをめざし、
高齢者と乳児の国保十割給付を断行、村民の平
均寿命の延長、乳児死亡率ゼロという目標を達
成した。
　井上・笹倉は「すこやかに老いる」ことがで
きる町とはと引きこまれ、そこを訪問する。そ
れがくりかえされ、2011年～2016年の間に11
回、計52日となる。同様にここを訪ねる人やグ
ループは多いが、県内でも関東でも児童養護施
設からホームステイさせてもらう子どもが増え
ていく。はじめは映画でそこから帰る子も見送
る村民も涙を流す光景をたまたまの場面が強調
されているのかと思えた著者たちも、子どもた
ちを見送る時、映画と同じように涙を流す。ほ
んの 4 － 5 日の間でもそこで経験した人間関係
がそうさせるのであった。
　施設の子どもたちは親の虐待とか学校でのい
じめを体験していることが多いのだが、 1 日、
2 日のホームステイであっても、自分の状況、
たとえば自分の親の離婚、その前の父の母に対
する暴力といった普通は他人に語れないような
こともこの村のおばあちゃんの子を案ずる表情
の前では語るようになる。
　かつて農村共同体の暖かい関係もウチ・ソト
で切られやすいと考えられたが、ここでは外か
ら来る者にも開かれた共同体が目ざされてい
る。ホームステイした子どもたちはそのような
大人を知り、他人との関係を積極的に求められ
るようになる。広報活動を広聴活動にする村民
一人一人の主体化をはかる自治体の取り組みの
蓄積がそのような地域作りを可能にしたようで
ある。
　井上、笹倉が「共著」ではなく「編著」とし
たのは、15人の関係者に「コラム」を書いても
らったからのようだが、たしかにこのコラムに
よって、この本はいっそうゆたかになっている。
